


平
成

8
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決

算
が
、

9
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
斜
億

8
，

O
0
4
万
円
、
歳
出
総
額
竹
山
億

6
，
4
ア

8
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
ア
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
歳
入
が

2
・

6
%、
歳
出
は

2
%
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
納

め
た
税
金
の
使
わ
れ
か
た
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

越

175万円

繰出

5i意 188万円

計

歳

〈
一
宮日リ

入

5億 362万円

競

特

国民健康保険

0万円

当年度純利益

6.809万円

659万円

61万円

1.618万円

1.854万円

342万円

4.000万円昼故会計補助金

企業積償還金

5億1.699万円

13億 129万円

上水道事業会計(税抜き)

454万円

1.889万円

2i意6.353万円

5億1.699万円

1.950万円

2億7.971万円

13億1，982万円

営業収主主 l億 39万円

6，175万円

営業費用 1億2.630万円

3，128万円

2万円

Il，c、
!liJミ

簡易給水施 設

農業集落排水事業

保

言十

入老

平
成
8
年
度
一
般
会
計
の
競
入

決
算
額
は
、
川
社
億

8
，
0
0
4
万

円
で
7
年
度
に
比
べ

9
，
0

6

5

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

村
債
の

1
億
4
，
3
4
0
万
円
の

増
と
村
税
、
地
方
交
付
税
の
若
干

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は

1
億
4

9
4
万
円
の
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。村

の
収
入
を
大
き
く
分
け
る
と

村
独
自
で
確
保
で
き
る
村
税
や
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な

ど
の
「
依
存
財
源
』
に
な
り
ま
す
。

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、
自
主

財
源
は
全
体
の
ぬ
パ
ー
セ
ン
ト
で

7
年
度
と
同
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
は
全
体
の
均
パ

ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど

理
想
的
な
財
政
と
い
わ
れ
ま
す
。

歳
出
の
決
算
総
額
は
、
お
億
6
，

4
7
8
万
円
で
、

7
年
度
に
比
べ

6
，7
0
8
万
円
、

2
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
総
務
費

が
対
前
年
比
約
1
億

5
，
0
0
0

万
円
の
伸
び
が
あ
り
、
こ
れ
は
赤

坂
団
地
、
県
中
水
道
事
業
等
の
事

業
負
担
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
の
歳
入
歳

出
差
引
の
結
果
、

1
億
I
，
5
2
6

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
9
年
3
月
別
日
現
在
の
村

の
人
口
は
7
，6
4
3
人
で
二
般
会

計
の
歳
出
総
額
お
億
6
，
4
7
8

万
円
を
割
り
算
し
て
み
る
と
、
住

民
一
人
当
た
り
に
必
万
2
4
3
円

が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
村
民
税
を
人
口
で
割
っ

た
村
民
1
人
当
た
り
納
め
た
税
金

は
8
万
3
，
2
4
4
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

9，169万円
ア，910万円
4，487万円

1，336万円
839万円
12万円

繰越金
使用料・手数料

諸収入

分担金・負担金
財産収入

寄付金

一般会計歳入(収入)総額

34億8，004万円
一般会計歳出(支出)総額

33億6，478万円

l億1，752万円
(3.4%) 

地方譲与税
自動車取得税交付金

利子割交付金
交通安全対策持別交付金

特剖地方消費税交付金

)内は構成比

丹
円
円
円

万
万
万
万

円

ζ
Q
V
民
U

ウ
ノ

ρ」
つ

」

4.

8
2
4
 

ρ」

1

議会費8，709万円(2.6%)

その他 (1.3%)
災害復旧費

商工費
諸支出金
労 闇 費

2 455，324円村民 1人当たり

消防費 l億6，111万円(4.8%)

440，243円村民 1人当たり3 
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平
成

9
上
引
名

日
赤
と
福
島
民
報
社

か
ら
表
彰

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
前

の
時
間
を
利
用
し
て
日
本
赤
十
字

社
の
介
護
者
顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。日

本
赤
十
字
社
福
高
県
本
部
で

は
、
長
い
間
の
介
護
に
携
わ
れ
た

方
を
対
象
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
て

お
り
、
今
回
、
小
山
間
光
子
さ
ん

(
中
)
が
受
賞
し
ま
し
た
。
自
本
赤

十
字
社
福
島
県
支
部
玉
川
分
会
長

の
車
田
村
長
か
ら
感
謝
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
民
報
社
で
は
今
年

度
、
本
村
で
金
婚
夫
婦
と
な
っ
た

お
組
に
表
彰
及
び
記
念
品
を
授
与

し
ま
し
た
。

平成9年10月広報たまかわ

老

平
成
9
年
度
の
村
敬
老
〈
云
は
、

9
月
日
己
(
月
)
敬
老
の
日

に
村
民
体
青
舘
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
、
招
待
さ
れ
た

花
歳
以
上
の
長
寿
者
の
方
々
は
全
部
で
町
名
で
し
た
。

村
内
各
所
か
ら
村
で
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
で
の
出
迎

え
を
受
け
た
招
待
者
は
、
敬
者
会
に
臨
ん
だ
あ
と
村
内
の

各
婦
人
会
+
又
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
踊

り
を
楽
し
ん
だ
り
、
日
ご
ろ
交
流
の
で
き
な
い
友
人
、
知

人
と
の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

特

別

記

念

敬
老
会
は
午
前
日
時
に

開
会
し
車
田
村
長
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
今
年
初
歳
に
な

ら
れ
た
お
名
を
代
表
し
て

鈴
木
徳
一
さ
ん
(
北
須
釜
)

に
村
長
か
ら
敬
老
年
金
証

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

@
最
高
齢
者

大
越
サ
タ
さ
ん

(
路
歳
・
南
須
釜
)

&
v
河
歳
以
上
印
歳
未
満

φ
m歳
以
上

名m名

φ 
北 南 竜 岩 小蒜川 75

須須法中 霞
釜釜崎寺 高生辺上

の
行
政
区
別
人

13 19 25 61 88 66 31 36 93 34 95口
名名名名名名名名名名名

四山
辻ょ
新 γ

田屋

。
5090 

JiJ")l(， 

40人
32入 l 口

28人28人 poの
21人|一推

どU 移

10 過
去

年
間

41人

ハU

5
年
度

6
年
度

7
年
度

8
年
度

9
年
度

@
米
寿
を
迎
え
た
方

&
v
今
年
度
金
婚
夫
婦

晶

を

贈
ロ
王

次
に
夫
婦
で
鈎
歳
に
な

ら
れ
た
矢
吹
政
治
郎
・
隆

子
さ
ん
ご
夫
妻
(
川
辺
)
に

車
田
村
長
か
ら
特
別
記
念

品
と
し
て
夫
婦
座
布
団
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

米
寿
者
(
∞
∞
歳
)
口
名
に

も
そ
れ
ぞ
れ
車
田
村
長
か

げ
名

三三前事護霊訪妻寿著書者三亨

36 
組

を訪問贈呈村 長が記念品

ら
米
寿
記
念
品
と
し
て
座
布
団
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
野
雅
人
県
議
会
議
員
と
高
林

浅
男
村
議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
の
あ
と
高
齢
者
を
代
表
し
て

小
林
清
人
さ
ん
(
竜
崎
)
が
「
長
寿

を
祝
福
し
て
頂
き
ま
し
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

人
生
経
験
を
活
か
し
て
社
会
に
尽

く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

玉
川
村
の
卯
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

9
月
1

日
現
在
で
引
名
で
す
。
皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝

い
し
て

9
月
1
日
か
ら

3
日
ま
で
に
村
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
伺
っ
て
記
念
日
を
贈
り
ま
し

た
今
年
は
、
昨
年
よ
り

9
名
増
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
特
に
何
歳
以
上
の

5
名
の
方
々
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

95才以上は5名

婦
人
会
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

楽

し

む

招
待
者
お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
婦
人
会
会
員
の
佐
藤

恵
美
子
さ
ん
(
蒜
生
)
と
関
根
ミ
エ

子
さ
ん
(
北
須
釜
)
の
司
会
で
村
内

の
婦
人
会
各
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
婦
人
会
支
部
の
出
し

物
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
ま

た
、
招
待
者
の
地
元
婦
人
会
が
出

演
す
る
と
お
ひ
ね
り
も
あ
が
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

小高)重田ワキさん(96才

高須釜)

芭田綱義さん(95才.)11辺)

大越サタさん(98才三宮田力ネさん(97才・小高)

高橋兼嘉さん(95才.)11辺)
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を
求
め
て

森
で
学
ぶ

女
が
集
う

9
月
初
日
(
土
)
本
村
の
東
野
の
清
流
(
四
辻
新
田
)
を
舞
台
に
村
と

実
行
委
員
会
主
催
の
「
夢
づ
く
り
体
験
事
業
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
抱
い
た
予
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
村

民
約
川
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
村
の
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
あ
る
石
川
雄
一
先
生
と
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
俳
優
の
永
昌
敏
行

さ
ん
も
参
加
し
て
卜
!
っ
シ
ョ
ー
や
各
種
体
験
を
行
い
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

平成9年10月広報たまかわ

第19田

四
辻
新
田
区
民
広
場
で
閉
会
式

が
行
わ
れ
た
後
、
東
野
の
清
流
地

域
ま
で
の
約
4
M
の
道
の
り
を
参

加
者
全
員
で
歩
き
ま
し
た
。

台
風
初
号
が
通
過
し
て
久
々
の

太
陽
の
光
と
緑
の
山
々
を
背
景
に

し
た
風
光
明
婚
な
山
道
は
と
て
も

清
々
し
く
参
加
者
は
自
然
を
大
い

に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

道
の
途
中
、
元
気
ク
ラ
ブ
に
よ

る
「
元
気
茶
屋
」
が
関
か
れ
参
加

者
は
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
を
飲
み
な

が
ら
休
憩
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
四
辻
さ
る
な
し
組
合
」
で
は
、
果
樹

畑
で
さ
る
な
し
の
生
食
を
サ
ー
ビ

ス
し
て
の

P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

東
野
の
清
流
に
到
着
す
る
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ょ
っ
ば

の
会
」
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
参
加
者
全
員
に
ご
馳

走
さ
れ
ま
し
た
。

東
野
の
森
の
特
設
会
場
で
は
、

石
川
雄
一
先
生
と
永
島
敏
行
さ
ん

の
ト
l
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
永
島
さ
ん
は
、
自
然
の
大
切

さ
や
農
作
業
体
験
の
こ
と
、
夢
を

優秀翼を豆費するIJ¥針あゆみさん(泉中)

母
校
の
体
育
館
で
の
栄
誉

第
ゆ
回
少
年
の
主
張
福
畠
県
大
会
は
、

9
月
ゆ
日
(
金
)
午
後
1
時

か
ら
本
村
の
泉
中
学
校
体
首
館
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
県
青
少
年
甫
成
県
民
会
議
の
主
催
、
福
島
県
や
玉
川

村
な
ど
の
共
催
で
仔
わ
れ
、
県
内
の
中
学
生
二
万
八
千
六
十
二
人
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
も
の
か
ら
事
前
審
査
会
を
経
た
同
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
本
村
か
ら
は
、
小
針
あ
ゆ
み
さ
ん
(
泉
中

3
年
)
と
須
釜
菜
美

ウ
す
さ
ん
(
須
釜
中

2
年
)
の

2
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

新
妻
威
男
県
青
少
年
育
成
村
民

会
議
副
会
長
、
車
問
村
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
出
場

者
同
名
が
そ
れ
ぞ
れ
学
校
や
家
庭
、

地
域
、
身
の
胤
り
の
こ
と
で
感
じ

た
こ
と
を
ひ
と
り
5
分
以
内
に
ま

と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

本
村
代
表
の
須
釜
菜
美
子
さ
ん

(
須
釜
中
2
年
)
は

4
番
目
に
「
九

十
じ
い
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
族
」
と
題

し
て
発
表
c

小
針
あ
ゆ
み
さ
ん

(
泉
中
3
年
)
は
、
日
番
目
に
登
場

し
て
「
偏
見
の
な
い
、
素
直
な
目

を
」
と
題
し
て
、
障
害
者
へ
の
ふ

れ
あ
い
と
一
戸
惑
い
、
そ
し
て
接
し

て
行
く
な
か
で
心
の
交
流
が
生

ま
れ
る
様
子
を
発
表
し
て
見
事

第
2
位
に
当
た
る
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
須
釜
菜
美
子
さ

ん
は
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

に豊かな心を

も東京精

図書券
9月24日に東京精工株式会社(秦 秀樹社長)か

ら図書券10万円分が村に寄附されました。同社の

皆川業務部次長が村長室を訪れて「蕎少年に豊かな

I~\を青むために活用してくださいj と車田村長に贈

られました。

同社では、平成2年の社創立20周年記念の際に

村内の小中学校に「東京精土文庫j;を設立しました。

それ以来、同社では毎年会社の創立記念日に図書券

の寄附を村にしています。

村では、教青委員会を通じて各小中学校に配り図

書の充実に役立てることにしました。

須釜菜英吾さん(須中)の発表

持
つ
こ
と
の
必
要
性
な
ど
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
人
と
い
っ
た
派
手
さ
の
な
い

永
島
さ
ん
の
素
朴
な
人
柄
と
周
り

の
森
の
風
景
が
マ
ッ
チ
し
て
会
場

の
参
加
者
は
強
い
感
動
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ

l
の
後
は
、
各
種

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
木
札
作
り
体
験
」
で
は
、
ホ
ウ
の

板
に

N

ま
つ
d

庁
ひ
の
き
d

な
ど

周
辺
に
あ
る
木
の
名
前
を
彫
刻
刀

で
彫
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
根
本

に
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
産

品
の
さ
る
な
し
の
実
を
使
つ
て
の

ジ
ャ
ム
作
り
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
の
ほ

か
に
「
わ
ら
じ
作
り
体
験
」
「
ハ

ン
ゴ
ウ
で
ご
飯
を
炊
く
体
験
」

「
パ
ン
作
り
体
験
」
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
c

ど
の
体
験
も
ガ
ス
や
電

気
や
水
道
を
使
わ
な
い
で
豊
か
な

自
然
を
利
用
し
た
も
の
で
し
た
c

参
加
者
ら
は
、
ど
れ
も
初
め
て
の

こ
と
で
「
と
て
も
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

6 

真弓五三男さん(蒜生)の指導で
行われたパンづくり。芳しい香
りが森の中をつつみました

わらじ揮りに挑戦する参加者
たち。小林正輿さん(竜崎)の

指導で行われました

泉
中
学
校
(
村
上
進
校
長
:
・
生
徒
数

m名
)
で
は
9
月

四
日
に
福
島
空
港
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
中
学
校
で
は
、
平
成
4
年
の
学
校
祭
に
空
港
に
関
す

る
研
究
を
始
め
て
か
ら
毎
年
学
校
祭
で
発
表
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
一
堂
に
集
め
て
常
時
展
示
す
る
案

が
教
師
や
父
母
か
ら
持
ち
上
が
り
、
県
や
航
空
会
社
か
ら

の
協
力
を
得
な
が
ら
こ
の
た
び
の
開
館
と
な
り
ま
し
た
。

開
館
に
先
立
っ
て
の
式
典
は
、
関
係
者
と
全
校
生
徒
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当
資
料
館
は
一
般
公
開
も

さ
れ
て
お
り
学
校
側
で
は
「
地
域
住
民
の
方
々
や
他
校
の

生
徒
に
も
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
話
し
て
い
ま
し
た
。

7 
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全
を
願
い

笛
パ
レ
ー
ド

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
交

通
安
全
啓
蒙
活
動
と
し
て
須
釜
小
学

校
四
辻
分
校
で
は
、
全
校
生
徒
四
名
に

よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
、
塩
田
商
庖
前

か
ら
諏
訪
屋
旅
館
ま
で
の
県
道
を
往

復
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

の
演
奏
は
、
四
辻
新
田
の
集
落
に
大

き
く
こ
だ
ま
し
て
交
通
安
全
を
強
く

P
R
し
ま
し
た
。

ま
た
、
須
釜
小
学
校
で
も
向
日

に
、
川
辺
小
学
校
は

μ
日
に
鼓
笛

隊
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉
川
第
一

小
学
校
は
雨
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

福島県県中地域18市町村邑慢の産昂や主芸能を一堂仁

集めたふるさと自慢祭が須鐘川アリーナ(須富川市)で開

かれました。

本村からもさるなしの生食の販売などが行われ好評で

した。また、芸能では 「南須釜の念仏踊りJが上演され、

色鮮やかな衣装と華麗なる舞に観客から大きな拍手が送

られました。

.トピ ~ W ス .

IN 
記号fOD[O 

玉川ライオンズクラブ(佐藤豊勝会長)では、石川地区

交通安全協会玉川分会(車田悦夫会長)に交通安全プラカ

ードを笥贈しました。

贈呈武は、役場駐車場で行われ佐藤会長から安全協会

の小原良雄副会長に贈られました。IJ¥原副会長から「交通

安全活動へのご協力を深く感謝申し上げます。今後は交

通安全啓蒙にプラ力一ドを利活用させていただきますj

と御礼のことばが述べられました。

福
島
空
港
で
は
恒
例
の
「
空
の

日
」
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に

な
っ
て
し
ま
い
楽
し
み
に
し
て
い

た
中
日
本
エ
ア
ラ
イ
ン
に
よ
る
遊

覧
飛
行
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
シ
ョ
ー
や
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
が
空
港
1
階

ロ
ビ
1
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
観
客
で

賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

屋
外
の
地
元
産
品
の
展

示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
村
物
産

振
興
会
が
出
応
し
て
ふ
る
さ
と
産

品
な
ど
を
P
R
販
売
し
ま
し
た
。

第8白石川地方身体障害者スポーツ大会は、玉川村民

クラウンドで開かれました。身体障害者福祉会6)11支部

の主催で行われた同大会には石川地方の5町村から約

180名が参加しました。

競技は、玉入れ競争など団体競技6種目と短距離走な

どの個人競技4種白が行われました。団体競技の結果、

石川分会が優勝し玉川分会は準優勝に輝きました。

ィ
ア6

2
 
巡

で
、
青
少
年
犯
罪
の
防
止
や
予
防

を
目
的
と
し
て
巡
回
指
導
を
行
う

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
毎

月
1
1
2
回
、
夕
暮
れ
時
の
巡
回

を
予
定
し
て
お
り
今
回
が
4
回
目

の
出
動
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
大
竹
勝
義
(
岩
法
寺
)

会

員

吉

田

義
之
(
川
辺
)
・
飯
村

正
明
(
山
石
法
寺
)
・
佐
久
間
統
広

(
中
)
・
小
林
勝
広
(
竜
崎
)
・
溝
井

浩
一
(
小
高
)
・
曲
山
文
彦
主
羽
生
)

「玉
川
村
の
地
域
の
安
全
を
守

る
会
」(
略
称
・
:
玉
川
地
安
会
)
で

は
、
午
後
7
時
か
ら
8
時
ま
で
泉
郷

駅
や
国
道
沿
線
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
ー
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た。
開
会
は
、
大
竹
勝
義
さ
ん
(
岩

法
寺
)
が
発
起
人
と
な
り
、
元
消

防
団
幹
部
の
有
志
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
本
年
7
月
3
日
に
発
足
し

た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

暴力団を社会から根絶するために石川地方が一致団

結する第2固暴力団根絶石川地方大会が本村の村民{本

書館において石川|地方5町村の関係団体力、ら約350名が

参加して開かれました。

大会{立、石川地方暴力団根絶推進協議会と石)11警察

署の主催で行われ、安畠石川警察署長から石川管内の

情勢力T説明されたあと、「暴力の主主い、安全で住みよい

石川地方jの実現に逼進することをもり込んだ大会宣言

が高林浅男議長から読み上げられました。また、特別

講演として県警本部暴力団対策室長の鈴木利美氏が記

念講演を行いました。

s-Z回
暗

E
内
i
u
w
凶
司
d
』
苛

J
a

、，V
4
'

・3圃

邑
麗
句
主
ぶ
ん
J

J~事
1
2J

消
防
ポ
ン
プ
車
の
引
渡
式
が
各
関
係
者
が
出
席
し
て
役

場
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車

一
式
の
引
渡
書
が
車
田
村
長

か
ら
佐
久
間
消
防
団
長
に
交
付
さ
れ
、
直
ち
に
佐
久
間
団

長
か
ら
須
藤
昭
分
団
長
(
川
辺
分
団
)
と
車
田
武
実
分
団
長

(
竜
崎
分
団
)
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

引
渡
後
、
車
田
村
長
と
高
林
議
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
新
式
消
防
ポ
ン
プ
車
を
前
に

佐
久
間
団
長
は
、
各
分
回
員
に
「
最
大
限
に
活
用
で
き
る

よ
う
手
入
れ
を
怠
ら
ず
、
そ
し
て
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

予
防
消
防
に
今
後
と
も
力
を
注
い

で
い

っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

平成9年10月広報たまかわ
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第
幻
岡
村
氏
体
育
際
は
秋
晴
れ

の
好
天
の
下
、
日
月

5
日
(
日
)
に

玉
川
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
前
9
時
、
開
始
の
号
砲
を
合

図
に
川
辺
小
学
校
児
童
の
鼓
笛
隊

を
先
頭
に
し
て
、
各
行
政
医
ご
と

に
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
車
田
大
会
長
(
村

長
)
か
ら
あ
い
さ
つ
、
大
野
県
議
会

議
員
、
高
林
村
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
の
選
手
紹
介
も

行
わ
れ
村
氏
の
皆
さ
ん
か
ら
の
激

励
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
児
童
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
競
技
泊
種
目
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
と
村
民

相
互
の
親
睦
を
深
め
た
楽
し
い

日
と
な
り
ま
し
た
。

各
区
対
抗
戦
は
、
南
須
釜
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
区
対
抗
戦
の

上
位
3
チ
I
ム
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。優

勝

準
録
勝

第
3
位

小北南
須須
釜釜

区区区

県
で
は
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成
6
年
度
か
ら

地
域
振
興
事
業
調
整
費
で
つ
つ
く
し

ま
夢
づ
く
り
助
成
金
)
の
制
度
を
設

け
て
地
域
づ
く
り
団
体
等
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
補
勘
対
象

川
ソ
フ
ト
事
業
:
・
広
域
的
な
波
及
効

果
の
大
き
い
人
材
育
成
、
地
域
間
交

流
、
広
報
・

P
R
、
地
域
課
題
に
対

し
た
調
査
研
究
(
補
助
率
1
/
2
以

内
、
総
事
業
費
問
万
円
以
上
)

平成9年10月

土地、建物、金銭の員し借り、交通事故の損害

賠償などの問題や、離婚、離縁、親害関係、扶養、

相続とかの問題で、お困りの方はございませんか。

ごういう巴常生活上のいろいろの争いごとを円

満に解決するために裁判所の謂停という制農があ

ります。

では、調停を申立てるにはどうしたらよいか、

調停はどういうふうに仔われるか、そしてその結

果はどうなるかということについて、実際に調停

にたずaさわっている調停委員が、己相談に応じま

すから、どうぞご遠l慧芯くお越し下さい。

広報たまかわ

山
ハ

l
ド
事
業
・
:
生
活
環
境
の
整
備

及
び
地
域
産
業
、
観
光
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の

振
興
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の
整

備
(
補
助
成
十
1
/
2
以
内
、
総
事
業

費
削
万
円
以
上
)

2

平
成
叩
年
度
事
業
の
応
募
期
間

第
1
回

日

平

成
9
年
日
月
頃
を
予

定
(
ロ
月
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
予
定
)

3

お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
振
興

部
地
域
振
興
課

岱

O
二

四

九

三

五

二

一

玉
川
村
企
画
財
政
課
企
画
係

。
五
七
i

四

六

九
平成9年11月6臼、 7日

午前9時~午後4時

石川町中央公民館

棚怠調停協会

福島謁停協会連合会

き

ーところ

岨主催

~と

中体連石JJI支部新人太会ニ 二二一

三興j道〈泉中)団体優勝:三
中{体本連そ五:iJ川11陪華新万人{体本肯大会は、 10月1日に郡内10会場で行わ

れました。競技の結果、泉中学授が剣道団体でみごと優勝を飾

りました。また、剣道個人でも小針豪君(泉中2年)、柔道個人

で車田琶君(泉中2年)が優勝しました。

本村関係の上位入量は次のとおりでした。

[剣道] [車琢]

.男芸 4・男菩

。母体優勝 泉中学校 @白骨2位須釜中学校

。団体3位 須釜中掌枝 @個人夕、プルス21立

@1~人優勝 !J¥m十 蒙(泉中) 袈本伺彦・矢吹淳ペア(泉中)

@個人2位 永林正英(泉中) @個人シングルス3位

瀬苔清孝(須釜中)

川
村
少
年
剣
道

u
友

林

第
お
四
玉
川
村
少
年
剣
道
大
会

は、

9
月
比
日
(
日
)
玉
川
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
村
と
玉
川
村
剣
友

会
、
玉
川
村
青
少
年
脊
成
村
民
会

議
が
主
催
し
て
県
内
か
ら
小
学
生

の
部
に
お
チ

l
ム
関
名
、
中
学
生

男
子
の
部
に
お
チ

i
ム
日
名
、
中

学
生
久
子
の
部
に
凶
チ

l
ム
幻
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

4砂女3
0団体21立須釜中掌枝

車田晋(泉中) @個人タフ1しス21立

泉中学校 我妻久美・八代英三子ベア(須釜中)

大竹呂志孝(泉中)@語体3位泉中掌枝

[野誠〕

溝井さと莫(泉中)@31立 泉中学校

泉中学校 [ソフトポーjレ]

。3位泉中学校

[柔道1
.男菩

@48kg級寵勝

。田部3位。65kg級3位

.女守。56kg級2位

。窃体3位

力3

車
田
次
夫
大
会
長
が
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
潮
地
石
川
剣
道
連
盟
会

長
、
安
島
石
川
警
察
署
長
、
佐
藤

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
か

ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
同
体
戦
と
個
人
戦
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
c

競
技
の

結
果
、
小
学
生
の
同
体
の
部
で
玉

川
少
年
剣
友
会
A
チ
l
ム
が
優
勝

(財)郡山地域テクノポリス推進機替で

は、地域の情報化を推進することにより、

創造的社会の形成を促すことを目的とし

て、産業界の皆様や広くテクノポリス圏

域の住民の皆様を対象に「テクノクエー

ションフェアjを開催いたします。

@開催期間平成9年11月21日(金)、

22日(土)(21日は午前

10:00~午後5時 22日
は午前10:00~午後4時)

須賀川アリーナ(須韻川イ

ンターチェンジ向かい)

無料

製造業や情報関連産業、学

校等の製昂・技術、インタ

ーネット体験コーナー、パ

ソゴン研修コーナ一等

ア

場

-入場料
φ展示内容

.会

J¥. 

ふ
る
さ
と
福
島
F
タ
i
ン

フ
ェ
ア
の
開
催

福
島
県
で
は
、
首
都
圏
か
ら
ふ
る

さ
と
へ
の
じ
タ

I
ン
志
向
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
へ
の
人
材

環
流
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
口
県
外
、

県
内
出
身
を
間
わ
ず
福
島
県
へ
移
り

住
み
た
い
と
い
う
々
を
対
象
と
し
た

職
業
相
談
会
「
ふ
る
さ
と
福
島
F
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
東
京
な
ど
首
都
簡
に
住
ん

で
い
て
地
元
に
戻
り
た
い
と
考
え
て

い
る
ご
家
族
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
、

F
タ
l
ン
を
希
望
す
る
知
人
・
友
人

を
ご
存
知
の
方
は
、
こ
の

F
タ
l
ン

フ
ェ
ア
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
持
様
か

ら
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

いろいろのもめごとはまず調停へ

「
ふ
る
さ
と
福
島
F
タ
i
ン
フ
ェ
ア
」

は
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

。
日
時
平
成
9
年
日
月
お
日
(
土
)

。
寺
1
6寺

1
2
i
円
H

H

1

2

i

け
H
H

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
8
階
研

修
室
2

。
場
所

大
卒
な
ど
合
同
獄
職

面
接
会
の
開
催

来
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
を
卒
業
予
定
で
県
内
企
業
に

就
職
を
希
望
さ
れ
る
学
生
の
方
を
対

象
に
面
接
を
開
催
い
た
し
ま
す
凸
開
収

一
結
晶
一
一
日
を
持
参
の
う
え
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

。
巴
時
平
成
9
年
日
月
4
日
(
火
)

3
寺
j

6
寺

4
2
5
i
円
H

H

1

3

A

円
H
H

ホ
テ
ル
は
ま
っ
(
郡
山
市
)

。
場
所

10 
実1道男ミ子団体で霞勝した泉中学校のメンバ-晋君(泉中)車田

を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦

で
林
奈
穂
子
さ
ん
(
須
釜
小
6
年
)

が
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

個
人
事
業
税
は
、
第
1
期
分
が
8

月
末
臼
、
第
2
期
分
が
日
月
末
日

と
通
常
2
期
に
納
期
限
を
定
め
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
の
第
2
期
分
の

納
期
限
は
、
日
月
末
日
が
休
日
の

た
め
ロ
月
I
H
(
月
)
と
な
り
ま
す
c

納
税
は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税

部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
か
ら
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
き
い
。

副
問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
県
中
地

方
振
興
局
県
税
部
郡
山
市
麓
山
1

丁
目
1
番
1
号

岱

0
2
4
9

お

1
2
5
1
(
課
税
内
容
)
岱
お

1
2
4
1
(
口
座
振
替
)

ちゃんと消すまで

あなたの火』

秋期全国火災予防運動

1 1月9日(火)-15日(土)

fつけた火は

11 
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第11目玉川村長杯コンペのご案内

-・{宋

昌司自国の健康とよみ
園10月

24日(金)3才児健診.... 

午後 1時~

玉川村長杯ゴルフコンペは次の日程により行われ

ます。参加を需望される方は、村公民館へお申し込

保28BC火)機能割11練

午前10時~

12 

福

島

空

港

で

は

現

在

、

滑

走

路

長

一

メ

ー

ト

ル

の

施

行

中
で
す
。
こ
の
度
、
福
島
空
港
西
線
の
地
下
道
延
長
工
事
の
施
行
に
伴

い
福
島
空
港
地
下
道
が
左
記
の
期
間
、
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

福
島
空
港
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
迂
回
路
と
し
て
県
道
玉
川
・
田
村

線

1
古
殿
・
須
賀
川
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

醐醐醐園通行止区麹

闇+
ご-迂回路

N
A
I
T
-

キ

五)11生産物直売所
(ζ131しの塁セン

ター)は通行止期
宿中も通常どおり
怠築いたします

県
道
福
島
空
港
西
線
・
福
島
空
港

地
下
道

午時平
後か成
3 ら 9
時平年
ま成 10
で 10月

年 20
3 日
月 2
31 (3 
B午
合前
く)10 

占芸達
3雪英
三係福
宮勇
o ;蚕
2 建
4 設
8 事
| 務
73 戸斤

第3回玉川村民号

快適なお座敷持軍f漫遊号jで行

く鹿島神宮・;報来万酉への旅はい

かがですか。村民の皆さんお誘い

合わせのうえ参加してください。

φ期 日平成9年 11月15日
(土)"'-'16日(臼)

茨城県鹿嶋市方E

36，000円

90名

各行政区長

記 三弘n

平成9年11月12日(水) ~)汚~

石川力ントリークラブ ivB G 

午前8時35分~ いよ
18ホールストロークプレ- ¥¥v.込
3，000円 ミト~?f.:a-，~'

10月31日まで。なお、定員になり次第

〆切らせていただきます。

みください。

く〉期目

。コース

く〉スタート

0競技方法

。会費

く〉申込期限

闘11月

11日(火)機能訓練・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・須

午前10時~

12日(水)股関節脱臼健診 ・・・・・・・・・・・・・中谷

午後 18寺30分-----2時

14日(金)7・8カ月見鍵康棺談・・・・・・・・・保

午前10時~

。行先

φ費用

φ募集人員

φ申込先

寄付ありがとうございます

1歳児お誕生健診・・..........・保

午後 1時~

19B(水)母親教室....... ・・・・・・・・・・・・・保

午前9時15分~ 受
下記の方々から社会福社活動資金として寄付をいただ、きました。

厚く綱礼申し上げます。

保:保f建センター 須:須釜公民館

中谷:中谷農村婦人の家 受:受付時間

議議

詩己

・中の吉谷繁さんから 3万円

・/1/辺の矢部重光さんから 2万円

・北須釜の草野藤樹さんから 2万円

・1//辺の野崎久夫さんから 10万円

・蒜生の佐藤ハツイさんから 3万円

・北須釜の小針ーこさんから 5万円

(村社会彊祉協議会)

理容・美容・クυ一二ンク、自の

SマークId:，安全と衛生、確か広

技術をお約束する信頼のマーつで

す。

万一の場合にも、賠償基準に基

づいた保障が受けられますから、

いつでもお客様に安/(j¥してご利用

いただけます。。Safety(安全) まかせて安!印。

@Sanitation (衛生) 美しく清

潔に。。Standard(標準) 確かな技術。

標準営業約款制度

1. の詳しい内容につき

1(¥¥¥ CtIつOJlましては、福島県i案
、~\~切勿グ境衛生営業指導セン
喝さ~'Q/./ ター(岱0245(21)

厚生大関空 4027)へお問い合わ
標準嘗業約臥

マーク せください。

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の

場
合
は
、
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A

守
身
の
回
り
の
世
話
を
頼
み
た
い
o

G
ホ
i
ム
へ
ん
パ
i
派
遣

-
日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
の
サ
!
ビ

ス
を
受
け
た
い
。

。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

A'お
年
寄
り
の
介
護
に
つ
い
て
や
介

護
用
昂
の
使
い
方
を
教
え
て
ほ
し
い
。

@
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
芯
た
め
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
。

n
V
移
翻
入
浴
車
派
遣

-
介
護
疲
れ
、
病
気
、
旅
行
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
期
間
預
か
っ
て
も
ら
い
た
い

o

cシ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

A
V
家
庭
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
入

所
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

お誕生おめでとうござし吉元n
(9月届出分)

保護者名

正則

司

名
こ
都
と
太
い
愛

氏
川
雄
川
佑
ゆ
結

包

U

;

'

j

|
J

，
、
，
，
ふ
h

笠

J4
敗

訴

出

矢

矢

区

辺

高

崎

地

JII 
7，629人(-6)

1，739戸(土0)

3，728人(-6)

村のようす
(9:E!=10月1臼現在)

品

E
M
m
e
-
-
A

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

村
内
に
居
住
し
て
い
る
寝
た
き

り
や
癖
呆
症
、
日
常
生
活
に
困
っ

て
い
る
お
年
寄
り
ゃ
ご
家
族
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
介
護
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

zm相
談
時
間

月
曜
日

1
金
曜
自
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

-E相
談
場
所

玉
川
村
大
字
中
字
入
山
開

玉
川
村
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

(
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
)

岱
五
七
四
四
一

O

金
沢

9
月
号
の
行
政
相
談
会
の

事
中
の
相
談
員
の
「
真
野
目

善
正
き
ん
」
は
「
真
野

E
喜
正

さ
ん

l

一
の
誤
り
で
し
た
c

お
詫
び
の
う
え
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(9月届出分)

年齢出帯主名

76 重光

70 久夫

男

助

樹

二

夫

利

太

藤

合
ノ引仁こI

4

2

5

7

9

3

 

9
Q
U
5
ヴ

i

7

4

死亡者氏名

矢部治男

聖子 111奇 久

佐藤ハルヨ

谷唯一

森 隆太郎

野ハナ

小針佐一

イ左藤倉夫

区

辺
。

蒜生

中

竜 111奇

北須釜

'l 

地

}II 

3，901人(土0)

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

国
民
健
霞
保
険
税

直
民
年
金
保
験
料

第

2
期

第

4
期

日
自
分

【
納
期
間
阪
は
叩
月
幻
自
(
月
)
で
す
。

忘
れ
、
す
に
締
め
ま
し
ょ
う
〕

村
公
民
館

歌 つ
ば
く
ろ
の
巣
寵
り
見
つ
つ
思
い
出
す
敗
残
の
身
で
帰
リ
し
夫
を

サ
ヨ

生十

益
里

つ
害
く
ベ
ピ
思
い
ベ
ン
寂
れ
ど
ベ
ン
の
固
く
て
手
に
慣
れ
も
せ
ず

吉
田

病
み
て
知
る
身
の
健
康
の
尊
さ
を
今
日
は
曾
掠
ど
砂
遊
び
す
る

金十

w為、

寸
;ぇ

嫁
ぎ
来
て
五
十
余
年
の
苦
労
な
ど
み
ん
な
知
っ
て
い
る
背
戸
の
様
は

真
弓

は
ん

四
時
半
に
起
床
の
癖
の
今
も
あ
り
朝
の
空
気
の
う
ま
さ
逃
さ
ず

佐
久
間
栄
蔵

絶
対
に
嘘
は
な
い
と
い
う
頑
張
リ
の
そ
の
哀
既
に
嘘
を
匂
わ
す

右
足
を
く
る
り
と
畳
に
引
っ
砕
け
て
何
の
因
果
か
ホ
も
外
科
医
に

白
旗

隆

金
那
木
・
さ
み

13 
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趣
味
の
達
人

今
月
は
小
高
に
お
住
ま
い
の
溝

井
幸
吉
さ
ん
(
七
三
歳
)
の
写
真
と

酉
打
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ム
言
一
を
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
い

つ
頃
か
ら
で
す
か
?

「
5
年
く
ら
い
前
で
す
。
朝
日
や

夕
日
を
撮
っ
た
と
き
の
写
真
が
締

麗
だ
っ

た
の
が
は
じ
め
る
キ
ツ
カ

ケ
で
し
た
。」

ー
主
に
ど
ん
な
写
真
を
撮
ら
れ
て

い
ま
す
か
っ

「
風
景
も
撮
っ
た
り
し
ま
し
た
が

出
歩
く
の
が
大
変
な
の
で
今
は
近

く
の
花
や
紅
葉
な
ど
を
撮

っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
主
に
春

や
秋
の
季
節
に
撮
っ
て
い
ま
す
。」

上
自
打
ち
は
い
つ
頃
か
ら
は
じ
め

⑦ 

『
写
真
・
面
打
ち
」
:
:
:
溝
井
幸

ら
れ
た
ん
で
す
か
っ

「
3
年
頃
前
で
し
た
。」

ー
ど
ん
な
キ
ツ
力
ケ
で
は
じ
め
ら

れ
た
ん
で
す
か
?

「
私
は
身
体
が
弱
い
の
で
冬
場
に

寒
い
所
に
い
ら
れ
な
い
ん
で
す
。

家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
ジ
l
ッ
と

「私の宝ものj⑥

し
て
い

る
の
も
嫌
い
な
の
で
面
打

ち
を
は
じ
め
ま
し
た
。」

ー
自
己
流
な
ん
で
す
か
?

「
最
初
は
そ
う
だ

つ
た
ん
で
す
が

親
戚
の
人
か
ら
教
室
に
入
っ
て
習

う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。須
賀

川
市
で
週
1
回
習
っ
て
い
ま
す
。」

|
手
に
持
た
れ
て
い
る
作
昂
も
見

事
な
も
の
で
す
ね
。

「
大
黒
面
と
小
女
面
で
す
。顔
を
彫

っ
た
あ
と
に
色
を
塗
っ
た
り
、眉
や

髭
を
描
く
の
が
難
し
い
ん
で
す
よ
。

表
情
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。」

ー
彫
る
ほ
う
が
難
し
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
・
.

「
こ
の
大
黒
面
を
彫
る
の

に
型
紙

を
河
種
類
も
使
、
つ
ん
で
す
よ
。」

ー
ご
の
石
の
置
物
も
溝
井
さ
ん
が

劃

私
の
宝
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
迷

須

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
数
あ
る
宝
も
の
の

L
F
U
 

パ門

中
か
ら
ひ
と
つ
上
げ
る
と
す
る
と
学
生
時

弘

代

に

友
人
た
ち
に
書
い
て
貰
っ
た

一
冊
の

子
サ
イ
ン
帳
で
す
。
私
は
、
昭
和
お
年
に
平

三

田

村

の
蓬
田
中
を
卒
業
し
ま
し
た
。
私
た

ニ

ち
の
学
生
時
代
は
、
卒
業
式
が
間
近
に
な

吹

る
と
同
級
生
同
士
で
「
贈
る
こ
と
ば
」
を
サ

矢

イ

ン
帳
に
お
互
い
に
書
き
記
し
ま
し
た
。

私
の
学
校
は
、

1
ク
ラ
ス
記
名
で
3
ク
ラ

ス
あ
り
ま
し
た
。
現
在
と
比
較
す
る
と
大

き
な
所
帯
で
し
た
が
、
み
ん
な
兄
弟
の
よ
う

に
親
し
く
し
て
い
ま
し
た
口
こ
の
サ
イ
ン

シリーズ

土
口
さ
ん

創
ら
れ
た
ん
で
す
か
っ

「
屋
敷
内
に
あ
っ
た
石
を
私
が
丸

く
削
っ
て
磨
い
た
ん
で
す
。
自
分

で
は
宇
宙
か
ら
み
た
地
球
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
ん
で
す
が
・
:
。
台
座
を

作
っ
て
く
れ
た
大
工
さ
ん
に
、
赤

ち
ゃ
ん
が
ハ
イ
ハ
イ
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
、

「自
由
の
子

供
」
と
題
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

(笑
こ

ー
最
後
に
趣
昧
の
効
用
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
?

「
一
つ
は
ボ
ケ
防
止
。
ま
た
、
手

先
を
使
う
し
、
頭
も
使
う
の
で
健

康
に
も
い
い
と
思
い
ま
す
。」

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー

へ
登
場
さ

れ
る
方
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

帳
に
書
い
て
貰
っ
た
言
葉
を
読
ん
で
い
る

と
当
時
の
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
浮
か
ん
で

き
て
セ
ン
チ
な
気
分
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、

辛
い
時
や
悲
し
い
時
に
友
人
た

ち
の
こ
の
サ
イ
ン
帳
の
言
葉
が
私
に
と
っ

て
大
き
な
励
み
に
な
り
、
そ
し
て
ま
た
ガ

ン
バ
ロ

l
と
い
う
勇
気
が
湧
い
て
く
る
活

力
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
み
ん
な
人
生
の
円
熟
期
に
入
っ

て
お
り
、
孫
の
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ

の
サ
イ
ン
帳
に
は
、
少
年
少
女
時
代
の
私

た
ち
仲
間
が
宿
っ
て
お
り
と
て
も
貴
重
な

私
の
宝
も
の
で
す
。

i
i
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・
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4.寸

2

3
M
い

若
草
甜
到

し

ω
度

、化

玉
川
村
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

ま
た
東
京
玉
川
会
会
員
の
皆
々
様
、
六

月
の
総
会
の
際
に
お
逢
い
で
き
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日

一
日
と
涼
し
さ
が
身
に
し
み
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
九
月
の
敬
老
の

日
は
、
寝
た
き
り
の
母
に
逢
い
に
実

家
に
帰
り
、
老
い
た
母
の
姿
に
涙
が

光
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
日
姉
二

人
が
同
時
に
金
婚
五
十
年
の
式
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。
役
場
で
祝

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
我
が
玉

川
村
で
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
心
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
子
供
の
頃

は
こ
う
し
た
行
事
は
何
も
な
か
っ
た

様
に
思
い
ま
す
。

今
は
空
港
も
出
来
て
、
道
路
も
良

く
な
り
、
ス
ー
パ
ー
が
で
き
て
何
で

も
手
に
入
り
、
東
京
と
お
な
じ
で
す
ね
。

実
家
の
兄
さ
ん
は
農
作
物
を
、
と
り

わ
け
昔
作
っ
た
こ
と
の
な
い
作
物
を

作
る
の
が
と
て
も
上
手
で
す
。

EZ議薄型員長通:J:I;~

東京都小平市

金村キミ子さん

(吉出身・鈴木喜一郎さんの妹)
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3人の孫に固まれて j 

玉
川
村
の
道
路
に
面
し
た
花
い
っ

ぱ
い
運
動
は
と
て
も
美
し
い
で
す
ね

ま
た
、

帰
省
し
た
際
に
は
必
ず
「
こ

ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
で
石
森
さ
ん
が
打
つ
お

い
し
い
『手
打
ち
そ
ば
」
は
絶
品
で
す
。

い
つ
で
も
帰
り
た
い
玉
川
村
、
人

情
豊
か
な
玉
川
村
、

東
京
に
出
て
き

何
十
年
に
も
な
り
ま
す
が
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
我
が
ふ
る
さ
と
。
玉

川
村
は
人
口
も
増
え
つ
づ
け
て
お
り

本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
東
京
都

下
の
小
平
市
と
い
う
学
園
都
市
で
吉

祥
寺
と
立
川
の
問
で
と
て
も
静
か
な

町
で
す
。
来
年
は
、
幼
稚
園
生
三
人

に
な
る
孫
に
固
ま
れ
忙
し
い
毎
日
で

す
。
玉
川
村
の
皆
様
、
東
京
玉
川
会

会
員
の
皆
様
の
健
康
と
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

金
村
さ
ん
の
母
親
フ

ヨ
さ
ん
は

日
月
4
日
、
水
眠
い
た
し
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

14 ! 東京蕊!Dl会では常時会議を募集してい按す。詳しくは、役場企欝財政諜岱(~mtt."'Y.IIEGt"..I#fi買で




